
 
（臨床研究に関するお知らせ） 

 
 埼玉病院では、下記の臨床研究を実施しております。この研究で情報を利用することを希
望しない場合は、研究対象から除外いたしますので、末尾の【問い合わせ先】にご連絡くだ
さい。その場合も、診療上何ら不利な扱いを受けることはありません。また、ご質問等がご
ざいましたらご遠慮なくお尋ねください。 
 
【研究課題名】乳がん患者におけるホスネツピタントの使用実態調査 
【研究責任者】腫瘍内科 野崎由美 
 
【研究の背景】 
化学療法誘発性悪心・嘔吐（CINV）は、抗がん剤治療に伴う一般的な有害事象であり、

NK1 受容体拮抗薬は中等度おび高度催吐性リスクの化学療法を受ける患者の CINV を予防
できるようになりました。また、このような悪心・嘔吐を抑える治療の進歩により、外来化
学療法が多くのがん患者さんで可能となりました。しかし、NK1 受容体拮抗薬の注射薬と
して 2011 年に承認されたホスアプレピタントは注射部位反応（主に痛み）が報告され、そ
の使用が進まず、内服薬のアプレピタントが多く使用されてきました。内服薬も治療効果は
高いですが、患者さんの飲み忘れなどの問題もありました。日本では 2022 年に注射部位反
応の少ないホスネツピタントが承認され、当院においても使用できるようになりました。実
臨床において、ホスネツピタントの有効性と注射部位反応などの有害事象の発現状況を中
心に確認するとともに、今後の診療体制の更なる向上に役立てることを目的としています。 
【研究の目的】 
当院において中等度もしくは高度催吐性リスクの化学療法を施行された乳がん患者さん

で、ホスネツピタントを使用された方を診療記録から後方視的に検討します。 

【研究の方法】 
●対象となる患者さん 
 2023 年 4 月から 2023 年 7 月までに中等度もしくは高度催吐性リスクの化学療法を施行さ
れた乳がん患者さんで、ホスネツピタントを使用された患者さん。 
 
●研究期間：西暦 2023 年 9 月 7 日～西暦 2024 年 2 月 29 日 

 
●利用する情報：診断名、年齢、性別、乳がんに対する治療法、吐き気に対する治療法、吐
き気に対するホスネツピタントの治療効果、ホスネツピタントの副作用 
 
【研究組織】埼玉病院 腫瘍内科、埼玉病院 乳腺センター、埼玉病院 薬剤部、埼玉病院 



がん化学療法認定看護師 
●研究代表者 腫瘍内科 野崎由美 
【個人情報の管理】 
 収集した情報は、解析する前に氏名・住所・生年月日等、研究に不要な情報を削除し、代
わりに研究用の識別符号をつけ、どなたのものかわからないようにいたします。識別符号と
被験者の対応表は、研究責任者のみ使用できる実施医療機関内の施錠可能な場所で適切に
保管いたします。個人情報の管理者は研究代表者が行います。 
 
【本研究の利益相反】本研究に関連し、開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 
 
【問い合わせ先】 
国立病院機構埼玉病院 
研究代表者：腫瘍内科 野崎由美 
電話 048-462-1101(代表) 


